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道
・

祭
祀
観
は

、

個
人
レ

ベ

ル

に
と

ど
ま
ら
ず、

彼
の

国
家
・

国
体
観
と

密
接
に

関
わ
る

こ

と
に

な
る

。

　
と
い

う
の

も
、

万
世
一

系
の

皇

統
と

い

う
日
本
の

国
体
は
、

「

偶
然
」

に

よ
っ

て

続
い

て

き
た
も
の

で

は
な
く、

絶
え
ざ
る

祭
祀

　
　
公
平
無
私

の

境
地
へ

至
る

自
己
修

養
　
　
の

実
施
に
よ

っ

て

支
え
ら
れ
て

き
た

、

と

今
泉
は
理
解
し
て

い

た
か

ら
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

彼
の

神
道
的
国
体
論

は
、

不
断
の

祭
祀
の

執
行
を
全

国
民
に

求
め

た
。

彼
は
、

「

大
正

デ
モ

ク

ラ

シ

i
」

の

時
代
潮
流
に

反
し
て、

神
勅
の

意

義
を

強
調
し
た
が、

そ
の

実
質
は

国
民
に

主

体
的
な
実

践
（
祭
祀）

を
要

求
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

　
こ

こ

で

問
題
と
な
る

の

は
、

祭
祀
と
宗
教
の

関
係
で

あ
る

。

今
泉
は、

祭
祀
を
西
洋
的
な
「

宗
教
」

に

優
越

す
る

「

大
な
る

宗
教
」

と

位
置
づ

け

る
。

こ

の

よ

う
な

祭
祀

観
は

、

大
日

本
帝
国
憲

法
第
二

八

条
の

規
定
す
る

信
教
の

自
由
に

拘

束
さ
れ

ず
に

、

全

国
民
へ

の

祭
祀
の

強
制
を
可

能
と
す

る
。

　
以
上
の

よ

う
な

今
泉
の

神
道
的
国
体
論
は

、

人
格
主

義
・

世
界
主

義
と

親
和
的
な

、

「

現

代
化
」

し
た

神
道
を

核
と

す
る

も
の

で

あ
り、

国

民
の

主

体
的
な

実
践
を

要
請
す
る

モ

ダ
ン

な
も
の

で

あ
っ

た
。

た
だ
し
、

そ

の

神
道
的
国
体
論
は

、

昭
和
十
年
代
以

降
、

政

党
政
治
・

フ

ァ

シ

ズ

ム

を
と

も
に

批
判
し

つ

つ
、

神
道
国
教

化
を

構
想
す
る

こ

と
で
、

「

宗
教
」

と
は

区
別
さ
れ

た

祭
祀
を

国
民
に

強
制
す
る

こ

と
に

な
る

と
と

も

に、

神
代
の

顕
現、

神
話
の

再
演
と

し
て

の

「

八

紘
一

宇
」

論
に

帰
結
し
、

そ
の

実
現

に
向
け
て

、

臣
民
に

あ
ら

ゆ
る

犠
牲
を
強
い

る

も
の

に

な
る

。

「

大
正
デ

モ

ク

ラ

シ

ー
」

期
の

多
様
な
国
体
論
の

中
に

登
場
し
た
今
泉
の

神
道
的
国

体
論
は
、

昭
和
十
年
代
に
は
、

科
学
・

哲
学
・

宗
教
を
こ

え
た
地
平
か
ら

発
せ

ら
れ
る
、

国
民
に
抑
圧
的
な
議
論
へ

と

行
き
着
い

た
。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と
ま
と
め

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

藤
田

　
大
誠

　

本
パ

ネ
ル

は
、

平
成
二

十
四

年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科

学
研
究

費
補
助
金）

基
盤
研
究
（
C）
「

帝
都
東
京
に

お
け
る

神
社
境
内
と

「

公
共

空

間
」

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

（
研

究
代

表
者
冖

藤
田

大
誠
V

、

並
び
に

平
成
二

十
四

年
度

科
学
研

究
費
助
成

事
業
（
学
術
研

究
助
成

基
金

助
成

金
）

基
盤
研
究
（

C
）
「

近
現
代
日
本
の

宗
教
と

ナ
シ

ョ

ナ

リ

ズ
ム

ー
国
家

神
道
論

を
軸
に

し

た

学
際
的

総
合

検
討
の

試
み

ー
」

（

研
究
代

表
者
冖

小

島
伸
之）

に
よ
る

二

つ

の

共
同
研
究
グ

ル

ー

プ
が
協
力
し

、

双
方
に

重
な

り
合
う
大
き
な
課
題
の
一

つ

で

あ
る

「

国
家
神
道
」

を
テ

ー

マ

と
し

て

企

画
し
た

も
の

で

あ
る

。

　

近
年、

「

国
家
神
道
」

研
究
は
、

「

国
家

神
道
」

と
い

う
概
念
・

枠
組
の

再

考
や

言
説
分
析
の

観
点
か

ら
の

理
論

的
・

評
論
的
考
察
が

目
立
つ

一

方、

当

然
か
か

る

考
察
の

基
盤
や

前

提
と
な
る
べ

き
近

代
の

神
社
制
度
や

神
社
境

内
、

神
職
・

神
道
人
そ
の

も
の

の

実
態
や

そ
の

変
遷

過
程
に

つ

い

て

具
体
的
な

史
料
を
も
と
に

検
討
す
る

歴

史
的

研
究
も

徐
々

に
蓄
積
さ

れ

つ

つ

あ

り
、

神
道
史
や
宗
教
史
の

み

な
ら

ず、

社
会
史
や
思
想
史、

教
育

史
、

建
築
史、

都
市
史
な
ど

、

多
岐
に

亙
る

ア

プ
ロ

ー

チ
か

ら
活
発
に

取

り
組
ま

れ
て

い

る
。

と

り
わ

け
最
近
は

、

畔
上

直
樹
や
島
薗
進、

昆
野
伸

幸
ら

に

よ

っ

て
、

従
前
の

「

国
家
神
道
」

研
究
（

特
に

近
代
神
道
史
に

お

け
る

も
の
）

に

つ

い

て
、

い

わ

ば

「

制
度
史
偏
重
」

と
の

批
判
を
込
め

つ

つ
、

地
域
社
会
史
や

日

本
宗
教
史、

日
本
思
想
史
な
ど

の

観
点
か
ら
新

機

軸
を

打
ち

出
そ

う
と

す
る

試
み

が

な
さ
れ

て

い

る
。

ま
た

、

夙
に

林
淳

は
、

日
本
近

代
宗

教
史
の

諸
問
題
（
国
家
神
道、

近

代
仏
教、

新

宗
教、

宗
教
概
念
な
ど）

に

関
す
る

研
究
史
に
つ

い

て
、

こ

れ
ま
で

明
治
期
の

比
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重
が

高
い

一

方
で

、

大
正
・

昭

和
戦

前
期

、

と

り
わ

け
「

十
五

年
戦

争

期
」

（
或
い

は
「

フ

ァ

シ

ズ
ム

期
」

、

「

総
力

戦
期
」

、
「

準
戦
時
下
・

戦
時

下
」

）

に

対
す
る

関
心
度
が

著
し

く
低
い

と

し
て、

そ
こ

に

「

近
代

宗
教

研
究
の

脆
弱
さ

が

あ
る
」

と

指
摘
し

て

い

た

が
、

こ

れ

も
近

年
、

先
の

畔

上
や

昆
野

、

阪
本
是
丸
な

ど
の

研
究
が

出
始
め

て

い

る
。

　

そ
こ

で

本
パ

ネ
ル

で

は
、

「

国
家
神
道
」

（

近

年
に

お

け
る

研
究
の

進
展

に

伴
い

、

逆
に

そ
の

定
義
は

混
迷
を

極
め
て

い

る

た

め
、

こ

こ

で

は

あ
え

て

概

念
規

定
は

ひ
と

ま

ず
棚
上

げ
に

し

て

お

く
）

研

究
の

現
状

（

到

達

点
）

を

踏
ま
え
つ

つ
、

こ

れ

ま
で

比

較
的
手
薄
で

あ
っ

た

時
期
に

お

け
る

個
別
課
題
の

考・
祭
を
通
し

て
、

次
な
る

研
究
段
階
へ

の

展
望
（
主
に

神
道

史
が

蓄
積
し
て

き
た

制

度
史
的
な
基

礎
研
究
の

成
果
を

共
有
財
産
と
し
た

上
で

の

社
会
史
的
・

思

想
史
的
研
究）

を

試
み

る

こ

と
を
目
的
と
し
た

。

具
体

的
に

は
、

昭
和

戦

前
期
の

神
社
・

神
道

に
お

け
る

「

公

共
性
」

と

「

宗
教

性
」

の

相
剋
を
主

題
と
し

て
、

新
た

な
「

国
家
神
道
」

研
究
へ

の

足
掛
か

り
に

す
べ

く
、

藤
田

大
誠
の

司

会
の

も
と

、

齊
藤
智
朗
・

藤
田
・

藤
本
頼
生
・

昆
野

伸
幸
に

よ
る

四

発
表
の

後
、

小
島
伸
之
が
コ

メ

ン

ト
を

行
い

、

討
議
を
行
な
っ

た
。

　
小

島
か
ら
は

、

当
該

時
期
の

著
名
な

神
道
人
で

あ
る

今
泉
定
助
に

対
す

る

評
価
の

問
題
（
彼
の

言
説
が

特
に

「

抑
圧
的
な
議

論
」

で

あ
っ

た
か

否

か
）

、

神
祗
院
が

実
施
し

よ

う
と

し

た

神
社
（
無

格
社）

整
理
の

要
因
の

問
題
（

経
済
的

な
も
の

か、

思

想
統
制
的
な

も
の

か）
、

さ
ら
に

は

齊
藤

発
表
が

提
示
し

た
「

国
家

神
道
」

研

究
の

展
望
（
特
に

「

神
社

非
宗
教

論
」

や

「

国

民
の

神
社

崇
敬
・

信
仰
」

の

観
点）

に

お
い

て

他
の

三

発
表

は

ど
の

よ

う
に

位

置
付

け
ら
れ
る

の

か
と
い

う

問
題
が
提
起
さ
れ
、

各
発

表
者
が

回
答
し
た

。

ま
た、

フ

ロ

ア

か
ら
は

、

本
パ

ネ
ル

で

は

神
社
神
道

に

係
わ

る

制

度
や

思
想
の

検
討
に

限

定
さ

れ
て

い

る

が
、

「

国
家
神
道
」

研
究
に

お
い

て
、

神
社
神
道
研
究
の

比
重、

或
い

は

皇
室
（
宮
中）

祭
祀

や

靖
國
神
社
（

戦
没
者
慰
霊
）

な
ど

の

要
素
を
如
何
に

考
え
る

の

か
、

と

い

う
問
い

掛
け
が

な
さ

れ
た

。

こ

れ
に
対
し
発
表
者
ら

は
概
ね

、

個
々

の

具
体
的
な
歴
史
的

研
究
の

成
果
か
ら
い

え
ば、

こ

れ
ら

の

要
素
を
全
て

含

ん

だ

広
い

外
延
を

持
つ

「

国
家
神
道
」

概
念
に

は

疑
念
が
あ
り、

そ
れ
よ

り
も
神
社
神
道

、

皇
室

祭
祀

、

靖
國
神
社
の

相
互

関
係
に
着
目
し

つ

つ
、

当
時
の

「

理

想
」

と
「

現

実
」

を
踏
ま
え
た
議
論
こ

そ
必
要
と

の

見
解
を

示
し
た

。

討
議
は

活
発
に

行
な
わ
れ

た

が
、

想
定
し
て

い

た

昭
和
戦
前
期

に

お

け
る

「

社
会

的
抑
圧

性
」

と

「

国
家
神
道
」

と
の

係
わ

り
に
つ

い

て

の

議
論
に

ま
で

は
至
ら
な
か
っ

た
こ

と
が

惜
し

ま
れ

る
。

神
祗

伯
白
川
家
と

伯

家
神
道

　

　
　

代
表
者
　
山
口

剛
史

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
幡
鎌
一

弘

　

　
　
　

司
会

　
井
上

智
勝

諸

国
門
人
帳
に

み

る

白
川
家
の

門
人

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

金
光

　
英
子

　
は

じ
め
に

　

白
川

家
と

は、

神
祗
官
の

長
官
で
、

朝

廷
の

儀
式
や

御
拝

作
法

を
天

皇
・

皇
族
・

摂
家
に

伝
授
す
る

と
と
も
に

、

全
国
の

神
社
を
支
配
し
て

い

た
。

室
町
時
代
以
降
は
、

神
祗
官
の

次

官
で

あ
っ

た
吉
田

家
が

台
頭
し、
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